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Calculated MW: 34 kDa; Observed MW: 34 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	マルチシンターゼ複合体の非触媒成分。細胞質アルギニルtRNAシンターゼの触媒活性を刺激する。tRNAに結合し、炎症性サイトカイン活性を有する。SMURF2に結合し、SMAD7を介した分解を阻害することで、SMURF2を安定化し、TGF-βシグナル伝達を負に制御する。低血糖値でのグルカゴン分泌誘導を介して、グルコース恒常性維持に関与する。皮膚線維芽細胞の増殖と創傷修復を促進する。小胞体におけるHSP90B1/gp96のKDELR1を介した保持を制御する。低濃度では内皮細胞遊走を、高濃度では内皮細胞のアポトーシスを誘導することにより、血管新生に関与する。樹状細胞の成熟と単球細胞接着を誘導する。 PSMA7 との相互作用を通じて HIF-1A を分解することにより、内皮細胞の応答を調節します。
	研究分野
	アポトーシス
	画像データ
	

	EMAP II 抗体を使用した HT-1080 溶解物中の EMAP II/AIMP1 のウエスタン ブロット分析。
	

	EMAP II 抗体を使用した C6 溶解物中の EMAP II のウェスタン ブロット分析。

